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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第99期
第３四半期
連結累計期間

第100期
第３四半期
連結累計期間

第99期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 98,714 97,305 127,381

経常利益（百万円） 4,349 3,619 4,128

四半期（当期）純利益（百万円） 1,721 2,162 1,296

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
1,878 2,487 1,711

純資産額（百万円） 28,285 30,098 28,118

総資産額（百万円） 99,989 99,748 97,142

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
49.53 62.25 37.31

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 28.29 30.17 28.95

　

回次
第99期
第３四半期
連結会計期間

第100期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
21.60 42.54

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社及び連結子会社（以下「当社グルー

プ」といいます。）が判断したものであります。

(1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景として緩やかな回復が見られ

ましたものの、世界経済の減速や円高の長期化により、先行き不透明な状況が続きました。

　食品業界におきましては、お客様の節約志向は依然として強く、また原材料価格も不安定な状況が続くなど、厳し

い環境で推移しました。

　このような状況のなかで、当社、連結子会社及び持分法適用会社は、企業理念「真の顧客満足の追求」のもと、お客

様の視点に立って、強みでありますスパイスとハーブを核とした事業活動を推進してまいりました。新たな価値の

訴求や創造をテーマにした製品開発を進めますとともに、おいしさや楽しさを広げる食の総合的なプロモーション

を展開してまいりました。
　　
　セグメント別の業績は、以下の通りであります。

　なお、各セグメントの売上高は、セグメント間内部売上高消去後の数値を記載しております。　

①　食料品事業

　スパイス＆ハーブにおきましては、シーズニングスパイスや業務用香辛料製品が順調に推移いたしました。即席

では、「とろける」シリーズが前年同期の需要増の反動で減少いたしました。香辛調味料におきましては、チュー

ブ製品は堅調に推移いたしましたが、ラー油関連製品が減少いたしました。インスタント食品その他では、パスタ

及びパスタソースの売上は伸長いたしましたが、レトルトカレーが減少いたしました。

　以上の結果、食料品事業の売上高は、前年同期比15億２百万円減の896億40百万円（前年同期比1.6％減）となり

ました。なお、セグメント利益（営業利益）は前年同期比９億16百万円減の35億54百万円（同20.5％減）となり

ました。

②　その他

　新製品の投入などにより調理済食品が前年同期実績を上回りましたことから、その他の売上高は、前年同期比93

百万円増の76億65百万円（同1.2％増）となりました。なお、セグメント利益（営業利益）は前年同期比26百万円

増の２億36百万円（同12.4％増）となりました。
　
　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同期比14億８百万円減の973億５百万円（同1.4％減）と

なりました。利益面におきましては、売上高の減少に加え、原材料価格の上昇等により売上原価率が増加したこと、

また競争激化により販売促進費の割合が増加したことから、営業利益は前年同期比８億92百万円減の38億23百万円

（同18.9％減）、経常利益は前年同期比７億30百万円減の36億19百万円（同16.8％減）となりましたが、四半期純

利益は、前連結会計年度において発生した法人税率の引下げに伴う繰延税金資産の取崩しがなくなったことなどか

ら、前年同期比４億41百万円増の21億62百万円（同25.6％増）となりました。

　

(2）財政状態

　資産は、前連結会計年度末と比較して26億６百万円増加し、997億48百万円となりました。これは主に、貸付金の貸

付・回収による差引17億19百万円の減少などがあったものの、売上債権の増加46億45百万円などがあったことによ

るものであります。

　負債は、前連結会計年度末と比較して６億26百万円増加し、696億50百万円となりました。これは主に、仕入債務の

増加４億69百万円などがあったことによるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末と比較して19億79百万円増加し、300億98百万円となりました。これは主に、利益剰余

金の増加16億78百万円などがあったことによるものであります。
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(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　　なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社

法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次の通りであります。

①　基本方針の内容

　当社は、当社株式の大規模買付行為が行われる場合において、その買付けに応じるか否かのご判断については、

最終的には株主の皆様に委ねられるべきものと考えております。また、経営支配権の異動に伴う企業価値向上の

可能性についても、これを一概に否定するものではありません。しかしながら、大規模買付行為のなかには、その

目的等から判断して、企業価値または株主共同の利益を損なうおそれがあるものも少なくありません。

　当社の企業価値または株主共同の利益は、創業の理念や企業理念に基づく企業活動とそれを可能ならしめる経

営体制や企業文化・組織風土等が一体となって、すべてのステークホルダーのご理解やご協力といった基盤のう

えで形付けられるものであります。このような当社の企業価値を構成するさまざまな要素への理解なくして、当

社の企業価値または株主共同の利益が維持されることは困難であると考えております。

　当社は、当社株式の適切な価値を株主及び投資家の皆様にご理解いただけるよう、適時・適切な情報開示に努め

ておりますが、突然に大規模買付行為がなされる場合には、株主の皆様が当社株式の継続保有を検討するうえで、

かかる買付行為が当社に与える影響や大規模買付者が当社の経営に参画した場合の経営方針、事業計画、各ス

テークホルダーとの関係についての考え方、さらに、当社取締役会の大規模買付行為に対する意見等の情報は、株

主の皆様にとって重要な判断材料になるものと考えております。また、大規模買付者の提示する当社株式の買付

価格が妥当なものであるかを比較的短期間のうちに判断をする株主の皆様にとっては、大規模買付者及び当社の

双方から適切かつ十分な情報が提供されることが重要と考えております。

　こうした考え方のもと、当社は、株主の皆様に当社株式の大規模買付行為に応じるか否かを適切にご判断いただ

く機会を提供し、あるいは当社取締役会が株主の皆様に代替案を提示するために必要な情報や時間を確保するこ

と、及び、当社の企業価値または株主共同の利益に反するような大規模買付行為を抑止するため、一定の場合には

企業価値または株主共同の利益を守るために必要かつ相応な措置をとることが、株主の皆様から経営を付託され

る当社取締役会の当然の責務であると考えております。　　

　

②　基本方針実現のための取組み

ア．基本方針の実現に資する特別な取組み（企業価値向上のための取組み）

　食品業界においては、食の安全・安心、少子高齢化、環境問題といったさまざまな課題があります。こうしたな

かで、当社は「ＳＰＩＣＥ＆ＨＥＲＢ」のコーポレートシンボルのもと、自然の恵みであるスパイスとハーブ

を事業の核として、お客様にとって安らぎと潤いのある生活をご提案してまいりました。

　当社におけるスパイスとハーブを核とした事業は、自然の恵みであるスパイスとハーブが自然志向、健康志向

のなかでその機能が注目を集め、その将来性が大いに期待されるところです。

　健康的な食生活をサポートする製品の提供と食の安全性や環境に配慮した生産体制を追求している当社に

とっては、こうした事業の方向性を強化していくことで、広く社会に受け入れられる企業としてご評価いただ

き成長することができるものと考えております。

　そして、スパイスとハーブを核とした事業を推進するなかで、当社の強みをさらに強みとして高めていくこと

が、当社の企業価値または株主共同の利益の一層の向上に繋がっていくものと考えております。

イ．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するた

め　の取組み

　当社は、上記①に記載の基本方針に基づき、当社の企業価値または株主共同の利益を確保し、向上させること

を目的として、平成20年６月27日開催の第95期定時株主総会における関連議案のご承認をもって、「当社株式

の大規模買付行為に関する対応策（買収防衛策）」を導入し、平成23年６月29日開催の第98期定時株主総会に

おいて、近時の諸環境の変化を踏まえて一部変更の上、更新いたしました。（以下、更新後の買収防衛策を「本

プラン」といいます。）

　本プランは、当社の企業価値または株主共同の利益を確保し、向上させることを目的とするものであり、大規

模買付ルールと、大規模買付行為が行われた場合に当社が講じる対抗措置の手続き及び内容を定めておりま

す。

　なお、大規模買付行為が行われた場合に当社が講じる対抗措置につきましては、当社の企業価値または株主共

同の利益を守るため、必要かつ相当な範囲で新株予約権の無償割当てを行うものであります。

　本プランの詳細及び用語の定義につきましては、当社ホームページ（URL　http://www.sbfoods.co.jp/

company/ir/plan.html）をご覧ください。
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③　上記各取組みに対する当社取締役会の判断及びその理由

ア．基本方針の実現に資する特別な取組みについて
　企業価値向上のための取組みやコーポレート・ガバナンスの強化といった各施策は、当社の企業価値または
株主共同の利益を持続的に向上させるために策定されたものであり、まさに基本方針の実現に資するものであ
ります。
　従いまして、これらの各施策は、基本方針に従い、当社の株主共同の利益に合致するものであり、当社の会社役
員の地位の維持を目的とするものではありません。
イ．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止するた
めの取組みについて
　本プランは、当該大規模買付行為に応じるか否かを株主の皆様が判断する、あるいは当社取締役会が株主の皆
様に代替案を提示するために必要な時間や情報を確保するとともに、株主の皆様のために大規模買付者と交渉
を行うこと等を可能とすることにより、当社の企業価値または株主共同の利益を確保するための枠組みであ
り、基本方針に沿うものであります。

　また、本プランは、以下の理由により、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、当社の会社役員の地位の

維持を目的とするものではありません。

・経済産業省及び法務省が平成17年５月27日に発表した企業価値・株主共同の利益の確保または向上のため

　の買収防衛策に関する指針の定める三原則を充足しており、また、企業価値研究会が平成20年６月30日に

　発表した「近時の諸環境の変化を踏まえた買収防衛策の在り方」を勘案した内容となっております。

・平成23年６月29日開催の第98期定時株主総会における、大規模買付ルールを遵守しない場合の対抗措置と

　しての新株予約権無償割当てに関する事項の決定を取締役会に委任する旨の議案の承認可決をもって本プ

　ランに更新しております。

・大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合で、当社取締役会が、大規模買付行為が当社の企業価値

　または株主共同の利益を損なうおそれがあるものとして、対抗措置を発動する必要があると判断した場合

　は、大規模買付行為に対し対抗措置を発動するか否かの判断を株主の皆様に行っていただくために、株主

　総会を開催するものとしております。

・当社取締役会により、いつでも廃止することができることから、デッドハンド型買収防衛策（取締役の構

　成員の過半数を交替させてもなお、発動を阻止できない買収防衛策）ではありません。なお、当社におい

　て取締役の期差任期制は採用しておりません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の総額は、５億94百万円であります。なお、セグメ

ント別の研究開発費の金額は、食料品事業５億50百万円、その他44百万円であります。

　　また、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 88,000,000

計 88,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 34,885,585 34,885,585東京証券取引所市場第二部

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は500株であ

ります。

計 34,885,585 34,885,585 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日
－ 34,885,585 － 1,744 － 5,343

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成24年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     63,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 34,726,000 69,452 －

単元未満株式 普通株式     96,085 － －

発行済株式総数 34,885,585 － －

総株主の議決権 － 69,452 －

 

②【自己株式等】

 平成24年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ヱスビー食品株式会社
東京都中央区日本橋兜町

18番６号
63,500 － 63,500 0.18

計 － 63,500 － 63,500 0.18

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成

24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、日栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,450 15,618

受取手形及び売掛金 25,261 29,906

商品及び製品 4,750 4,478

仕掛品 1,398 978

原材料及び貯蔵品 3,801 4,372

その他 9,003 6,967

貸倒引当金 △927 △903

流動資産合計 58,737 61,417

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,075 9,848

機械装置及び運搬具（純額） 4,798 4,457

土地 10,102 9,963

その他（純額） 1,841 2,147

有形固定資産合計 26,817 26,417

無形固定資産

のれん 22 20

その他 560 607

無形固定資産合計 583 627

投資その他の資産

投資有価証券 4,573 4,688

その他 7,091 7,214

貸倒引当金 △661 △616

投資その他の資産合計 11,002 11,285

固定資産合計 38,404 38,330

資産合計 97,142 99,748
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 11,300 11,769

短期借入金 22,731 26,500

未払法人税等 703 1,033

賞与引当金 1,168 575

資産除去債務 2 －

その他 10,500 10,761

流動負債合計 46,406 50,640

固定負債

長期借入金 13,312 10,297

退職給付引当金 6,068 6,283

債務保証損失引当金 343 339

資産除去債務 124 121

その他 2,769 1,968

固定負債合計 22,617 19,009

負債合計 69,023 69,650

純資産の部

株主資本

資本金 1,744 1,744

資本剰余金 5,344 5,344

利益剰余金 24,606 26,285

自己株式 △103 △123

株主資本合計 31,592 33,250

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 405 719

土地再評価差額金 △3,831 △3,835

為替換算調整勘定 △47 △36

その他の包括利益累計額合計 △3,473 △3,152

純資産合計 28,118 30,098

負債純資産合計 97,142 99,748
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

売上高 98,714 97,305

売上原価 55,354 55,405

売上総利益 43,359 41,900

販売費及び一般管理費

販売促進費 23,227 23,286

その他 15,417 14,790

販売費及び一般管理費合計 38,644 38,077

営業利益 4,715 3,823

営業外収益

受取利息 68 83

受取配当金 112 117

不動産賃貸料 36 28

貸倒引当金戻入額 3 －

為替差益 － 19

その他 117 131

営業外収益合計 338 379

営業外費用

支払利息 495 493

貸倒引当金繰入額 162 69

為替差損 18 －

その他 27 20

営業外費用合計 704 584

経常利益 4,349 3,619

特別利益

固定資産売却益 2 167

貸倒引当金戻入額 － 4

債務保証損失引当金戻入額 － 4

その他 4 14

特別利益合計 6 190

特別損失

固定資産除却損 23 22

投資有価証券評価損 165 353

ゴルフ会員権評価損 36 4

貸倒引当金繰入額 24 －

債務保証損失引当金繰入額 59 －

災害による損失 32 －

その他 195 61

特別損失合計 537 441

税金等調整前四半期純利益 3,819 3,368

法人税、住民税及び事業税 1,555 1,356

法人税等調整額 542 △150

法人税等合計 2,098 1,206

少数株主損益調整前四半期純利益 1,721 2,162

四半期純利益 1,721 2,162
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,721 2,162

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23 314

土地再評価差額金 188 －

為替換算調整勘定 △8 10

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 157 324

四半期包括利益 1,878 2,487

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,878 2,487

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の会社等の銀行借入に対する保証債務は次の通りであります。

前連結会計年度
（平成24年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

㈱サンバード 307百万円 ㈱サンバード 311百万円

大連愛思必食品有限公司 115百万円 大連愛思必食品有限公司 115百万円

　 合計 422百万円 　 合計 426百万円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次の通りであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日）

減価償却費 　　　　　　　1,956百万円 　　　　　　　1,986百万円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 243 7 平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

平成23年11月２日

取締役会
普通株式 243 7 平成23年９月30日平成23年12月１日利益剰余金

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 243 7 平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金

平成24年11月２日

取締役会
普通株式 243 7 平成24年９月30日平成24年12月３日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３食料品事業

売上高      

外部顧客への売上高 91,142 7,572 98,714 － 98,714
セグメント間の内部売
上高又は振替高

16 22 38 △38 －

計 91,158 7,594 98,753 △38 98,714

セグメント利益 4,471 210 4,681 34 4,715

（注）１．「その他」は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調理済食品、外食事業を

　　　　　含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額34百万円は、セグメント間取引消去34百万円であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「食料品事業」セグメントにおいて、地価の継続的な下落等により回収可能価額が帳簿価額を下回っ

ている遊休資産に関し、減損損失を計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連

結累計期間において167百万円であります。　　

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 
報告セグメント その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結損益

計算書計上額

（注）３食料品事業

売上高      

外部顧客への売上高 89,640 7,665 97,305 － 97,305
セグメント間の内部売
上高又は振替高

0 5 5 △5 －

計 89,640 7,670 97,311 △5 97,305

セグメント利益 3,554 236 3,791 32 3,823

（注）１．「その他」は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、調理済食品、外食事業を

　　　　　含んでおります。

　　　２．セグメント利益の調整額32百万円は、セグメント間取引消去32百万円であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。　　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 49円53銭 62円25銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益金額（百万円） 1,721 2,162

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,721 2,162

　普通株式の期中平均株式数（千株） 34,753 34,734

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

　　　ん。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。　

　

２【その他】

　平成24年11月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次の通り決議いたしました。

　　１）中間配当による配当金の総額　　　　　　　　 243,755,820円

　　２）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7円

　　３）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　平成24年12月３日　

　　　（注）　平成24年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年２月14日

ヱスビー食品株式会社

取締役会　御中

日栄監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 國井　隆　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 腰越　勉　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヱスビー食品株式

会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

　

監査人の責任 

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヱスビー食品株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

　　　　　　報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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